
年
四
回
(甑
:

P
.-加
盲

行

併 究 研 済 軽 惑 兼 需奄 撃 管 嘉

濠 麹 浄 艶 味

親 四 箱 男S･登 第

月 二 十 年 六 十 和 昭

(集

称

戟
)

支
部
の
田
賦
整
理
u
土
地
陳
報
･･･････････････蛋
霜

士

八

木

芳

之

助

併
印
に
於
け
る
信
用
AJ)
其
の
性
格
････････････害
毒

士

松

岡

孝

兄

英
米
外
匪
平
準
基
金
の
野
法
幣
政
琴

-
-

-
-
-
-
+

貌

盛

次

中
晩
唐
時
代
に
於
け
る
畑
嘘
地
方

"
.三
..."
墓

博
士

那

波

儒
教
寺
院
の
磯
礎
鹿
骨
に
就
き
tTj

轟
然
克
郎
に
於
け
る
離
骨
政
策
の

iJ
臣

ij
LI

HTi
･:

鮭
卦
に
乱
Fu
･Y
;

'
バ｡

上
1

滴
洲
合
作
運
動
の
凌
展
ゞ
交
易
場
の
蹄
趨
･･･経
済
学
士

岡

倉

伯

士

華
人
紡
癖
の
官
営
に
於
け
る
開
琴

･･-
-
････経
済
学
士

西

藤

推

宋

代

貸

解

放
････････････-
･･･-
-
坪
野
争
士

穂

積

文

雄

支
那
紡
績
労
働
請
負
制
度
の
蓉
達

-
･････････摩
野
草
士

岡

部

利

良

支
那
近
代
H
業
の
性
埠

･･･････････････････････襲
野

草

士

菊

田

太

郎

真 戟 閣 斐 有



華
人
紡
績
の
皆
坪
に
於
け
～l
問
題

第

一
番

九

一
四

第
四
郎

1
五
四

華
人

紡
績

の
経
費

に
放
け

る
問
題

西

緑

野

ikA

中
園
に
於
け
る
綿
紡
織
は
'
勉
め
て
古
き
匿
史
を
以
て
今
日
ま
で
受
け
梢
が
れ
て
来
た
の
で
あ
る
が
'
そ
れ
が
工
場
組
轍
に
よ
る

近
代
的
な
る
紡
績
事
業
と
し
て
行
は
れ
た
る
は
,
光
緒
十
六
年

(
r
r(
九
〇
年
)
の
こ
と
で
あ
を
1

割
ち

'
清
朝
異
教
の
経
世
豪
･
昔

時
北
洋
大
臣
た
-
し
李
祐
筆
が
'
諸
外
囲
特
に
英
園
綿
布
の
輸
入
が
年
々

に
互
額
に
の
ぼ
-
つ
･
.

あ
る
に
か
ん
が
み
､
こ
れ
が
防
過

策
と
し
て
'
資
本
金
四
十
革
九
を
投
じ
て
'
上
海
に
官
非
の
機
器
織
布
局
を
設
立
し
た
る
に
始
る
｡

然
る
に
同
局
は
'
蓮
捧
開
始
に
先
立
ち
て
'
火
災
の
厄
に
遭
遇
し
た
の
で
'
李
鴇
葦
は
~
天
津
海
関
蓮
台
盛
宣
懐
に
命
じ
て
'
民

間
資
本
に
よ
-
て
こ
れ
が
復
興
を
計
ら
し
め
'
光
緒
二
十
年

二

八
九
四
年
)
華
盛
紡
績
を
設
寸
.し
.
紡
機
｣嵩

五
千
錘
'
耗
撃

ハ
百

台
を
以
て
蓮
韓
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
が

t
方
'
こ
の
華
盛
紡
績
の
開
業
に
先
立
ち
光
緒
十
七
年

(
一
八
九
一
年
)
に
は
'
時
の
雨
湖
総
督
張
之
洞
が
'
武
昌
に
官

営
織
布
局
を
設
立
し
､
同
二
十
年
に
は
.
JJ
れ
に
隣
接
し
て
紡
紗
局
を
設
け
た
.
斯
る
事
情
に
感
じ
て
上
海
に
あ
-
て
も
'
同
年
裕

源
紗
庵
.
撃

F+

l
年
に
大
雄
紗
廠
及
裕
晋
紗
魔
の
三
工
場
が
創
設
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
工
場
設
備
が
'
諸
外

以下年代的Tlる資料に就Tは,圭として,金圃青 ｢軒圃紙業lr'pE鳳 )一三貰
J,lf.描大金 (星忠太郎岸)｢支那の製造=⊂業｣第二酪 肺二,撃･日本鵜業
偵奨部 ｢内外鶴舞年配 1(昭和十五年版)支那の弧 刺 巨解輝 調査局 ｢支
那紡穀の費展 とそG7)牌束｣T+lどに掘るO



_t
一-I
-･一
･1
rt
.～

圃
よ
-
の
輸
入
の
機
械
技
術
に
よ
-
た
る
こ
と
､
改
め
て
云
ふ
ま
で
も
な
い
｡

こ
の
頃
よ
-
今
日
に
至
る
ま
で
の
中
国
紡
績
事
業
の
聾
達
に
就
て
は
､
大
関
五
期
が
置
劃
せ
ら
れ
る
｡

即
ち
'

光
緒
十
六
年

二

八
九
〇
年
)
よ
り
向

三
十
年

(
T
九
rJ四
年
)
に
至
る
創
業
期
､

米
持
三
十

一
年

二

九
〇
五
年
)
よ
-
属
国
三

年
(
1
九
1
四
年
)
に
至
る

漸
進
期
'
民
国
四
年

二

九

El
Lg
年
)
よ
り
同
十
年
二

九
三

年
)
に
至
る
襲
襲
期
'

民
国
十

一
年
(
¶
九
二
二
年
)
よ
り

同
二
十
五
年

(
‖
九
三
六
年
)
に
至
る
整
頓
期
な
ら
び
に
民
圃
二
±

ハ
午

二

九
三
七
年
)
よ
り
今
日
に
至
る
'
支
郡
寄
壁
に
よ
る
饗
革
期
こ

れ
で
あ

る
C功

で
.
右
の
滞

l
駅
に
於
で
注
意
す
べ
iru
iu
よ
は
､
外
囲
資
本
の
沈
入
と
'
叶
姻
八
工
場
の
設
光
JJ
で
あ
る
O
即
ち
光
緒
二
十

山

年
目
満
潮
等
層
珊
解
せ
ら
れ
た
耳
下
-紺
陳
的
に
よ
り
.;･･.
LLi林
に
中
酢
酢
緋
mif
lTi
i.爪
で

工
場
細
説
の

純
利
)Ld
梢
指
し
た

の
や
め

ヤIr)

那
.
そ
の
際
通
商
各
国
も
と
の
椎
利
に
均
黙
し
て
'
英

け
米

･
猫
な
ど

の
諸
固
相
つ
ぎ

て
エ
柴
投
賓

に

凍
り
出
し
允
の
で
あ

る
.)

そ

の
革
初
に
集
中
せ
ら
れ
た
る
部
門
は
'
賓
に
紡
績
事
業
で
あ
っ
た
｡
即
ち
米
綿
二
十

一
年
に
は
瑞
記
紗
臆
が
猫
逸
賓
本
に
上
-
て
'

鴻
源
紡
績
公
司
が
米

･
濁

･
支
の
共
同
出
資
に
ょ
-
て
'
老
公
茂
紡
織
局
及
伯
和
紡
織
局
が
英
圃
資
本
に
よ
-
て
'
そ
れ
ぞ
れ
相
前

後
し
て
設
立
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
｡

斯
-
の
如
-
外
囲
資
本
の
流
入
に
刺
戟
せ
ら
れ
た
る
結
果
'

中
国
人
の
企
発
熱
が
甚
だ
し
く
促
進
せ
ら
れ
'
華
人
賓
本
に
よ
-

て
'
光
緒
二
十

1
年
に
は
寧
政
に
通
久
瀬
'

同
二
十
三
年
に
は
杭
州
に
通
益
公
司
'

蘇
州
に
蘇
綿
'

同
二
十
四
年
に
は
上
擦
に
裕

準

同
二
十
五
年
に
は
甫
通
に
大
生
な
ど
の
紡
績
工
場
が
設
立
せ
ら
れ
た
｡
と
こ
ろ
が
'
斯
-
の
如
き
機
運
を
最
初
に
輿

へ
た
る
日

本
は
'
昔
時
正
に
近
代
工
業
の
移
植
の
整
備
時
代
で
あ
っ
た
･̂
め
.
未
だ
封
支
進
出
の
除
裕
な
-
.
漸
く
皇
統
二
年

(
1
九
二

年

)

帝
人
紡
績
の
窺
皆
_こ
於
け
る
問
題

第
一
巷

九

1
五

第
四
折

l
五
五



華
人
紡
績
の
経
営
に
於
け
る
問
題

第

丁
巻

九

1
六

第
四
折

1
五
六

に
至
り
て
､
内
外
綿
株
式
食
紅
が
上
海
に
工
場
を
新
設
し
た
る
に
過
ぎ
な
い
｡

斯
-
の
如
-
に
し
て
'
下
関
傭
約
の
締
結
以
布
､
中
国
の
紡
績
事
業
は
'
速
か
忙
国
際
性
を
帯
ぶ
る
忙
至
っ
た
の
で
あ
る
が
'
こ

れ
を
峯
人
紡
績
の
経
営
の
立
場
よ
-
見
れ
ば
､
資
本
力
に
於
て
も
技
術
に
於
て
も
.
極
め
て
幼
稚
な
る
も
の
で
あ
っ
た
忙
拘
ら
ず
､

目し
=
～1/inl･'h
Jp-t=

-
)
1
･
-
I
JI

t
l-,J
つ
L
l宇

L
tI7
)
I-kJ
1/h
･'
-
1･U･tJkr･p･
-
kTJ
rJ･
J
.J･･
)
L
二･･dl
二

･･)
=
)
.ナ
I
ー
n

-
i

よ
-
こ

の

こ
と
は
､
弘
と

-
紡
株
事
業
に
限
ら
れ

た
る
背

で
な
･-;.
そ
の
他
の
近
代
的
産

業
部
門
に
放
て
戦
山
様
に
見
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
｡

然
し
乍
ら
'
い
づ
れ
に
し
て
も
'
外
囲
人
企
業
の
経
営
が
'
華
人
企
業
を
刺
戟
し
た
る
JJ
と
極
め
て
大
き
-
.
こ
の
頃
内
外
人
企

業
を
通
じ
て
'
工
場
数
十
七
'
錘
教
五
十
寓
を
超
ゆ
る
に
至
っ
た
.
節
-
の
如
-
に
し
て
'
紡
揖
事
業
は
華
々
し
き
勃
興
を

不
し
た

の
で
あ
る
が
'

他
方
棉
産
薪
が

こ
れ
に
鷹
じ
て
増
大
せ
ず
'

棉
花
債
格
は
著
し
-
昂
騰
し
､

且
つ
ま
た
職
工
の
不
足
も
原
著
で
あ

り
'
金
融
機
関
の
不
整
備
､
交
通
の
不
便
な
ど
の
障
埠
が
存
在
し
た
る
た
め
.
こ
の
事
業
の
経
営
は
漸
次
困
難
と
な
-
'
工
場
の
新

設
が
見
ら
れ
ざ
る
に
至
っ
た
｡

光
緒
t二
十

一
年
'
日
露
避
李
が
終
末
を
昔
ぐ
る
雪

中
圃
粧
碑
界
は
こ
れ
を
碑
期
と
し
て
､

新
局
面
を
展
開
し
た
｡
即
ち
'
金
融

機
関
は
漸
く
完
備
し
'
交
通
施
設
も
空
た
漸
次
審
ふ
忙
至
っ
た
の
で
あ
る
｡
紡
楕
事
業
獲
達
の
第
二
期
は
JJ
の
頃
よ
り
始
ま
る
の
で

あ
る
が
'
綿
製
品
の
大
需
要
地
た
る
清
洲
地
方
の
秩
序
の
快
復
が
'
こ
の
事
兼
に
好
影
響
を
輿
へ
た
る
の
結
果
'
再
び
工
場
の
新
設

を
見
る
こ
と
1
な
っ
た
｡

日
露
戟
雫
の
終
結
よ
り
宜
統
三
年
の
辛
亥
革
命
に
至
る
期
間
は
'
清
朝
政
府
が
国
権
快
復
と
民
業
の
振
興
と
に
最
後
的
努
力
を
傾



け
た
る
時
期
で
あ
り
'
こ
の
間
に
十
三
の
紡
緯
工
場
が
新
設
せ
ら
れ
'
そ
の
う
ち
三
工
場
は
外
囲
投
資
に
よ
り
t

l
工
場
は
英
文
合

軸
の
も
の
で
あ
っ
た
.
こ
の
期
間
に
あ
-
て
は
'
熟
席
工
は
漸
次
に
増
加
し
'
棉
花
需
要
の
増
大
が
農
民
の
栽
培
を
刺
戟
L
t
こ

れ

に
よ
る
購
買
力
の
増
加
が
事
業
規
模
の
損
大
を
促
す
と
云
ふ
が
如
-
に
し
て
(
こ
の
頃
の
紡
機
線
錘
数
九
十
宰
潟
に
の
ぼ
る
)､
経
営
は
極

め
て
順
調
に
進
展
し
た
の
で
あ
る
｡

傭
ほ
こ
1

に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
'
こ
の
期
間
に
日
本
人
企
業
は
逐
次
に
増
加
し
.
英
人
企
柴
と
の
角
逐
漸
-
逮

ん
と
な
-
'

中
国
紡
績
事
業
に
於
け
る
日

･
英

･
支
三
園
の
勢
力
が
鼎
立
す
る
に
至
っ
た
｡

事
業
費
達
の
弟
三
朝
は
世
界
大
戦
の
勃
夜
に
始
ま
る
｡
民
国
三
年

二

九
1
四
年
)
<
月
'

瞭
洲
に
戦
乱
起
る
や
､
中
圃
紡
績
事
実

と

i
])
撃
ヒ
u
yh
.‥
5
=
｣
.1

･£
コ
a
n
m
L0
-.
と
.rt封
軌
訂
∃
･ト
ヨ
堅
･J1.k
IJ
崇
転
.3
′
＼
軒
-つlt1
.
司
蔀
ij.
断
熱
各
市
-A+1sik
j乾

犯し

I
.
-
｢山=
ー
しh-蛭,I,.･ト
i

11J.iJ

で
雑
穀
英
国
製
品
の
僻
縦
が
.

僻
少
し
.
舟
-
て
嚇
r<
新
案
Hm
♂
甘
侶
IEq
急
淡
に
腰
賃
つ
る
K
rT-n-
た
る
允
が

T

UEu･b
縦
糸
司
式
h

非
常
な
刺
戟
を
受
け
'
日
本
人
企
業
と
相
な
ら
ぴ
て
､導
入
企
業
は
正
に
雨
後
の
筒
の
如
-
忙
創
設
せ
ら
れ
た
｡
即
ち
民
図
十
年

(
i

九
二
1
年
)

に
は
､
運
緯
線
鐘
教
百
九
十
七
寓
'
増
設
計
量
中
の
も
の
百
二
十
島
忙
及
ん
だ
の
で
あ
る
.

(謹

T
)

こ
の
期
間
の
企
業
新
設
状
況
は
攻
の
如
-
で
あ
る
｡

属
国
t四
年

属
圃
五
牢

民
国
大
牢

華

人

企

米

六

五

三

日

本

人

企

第

一

二

二

合

計

七

七

五

民
圃
八
年

民
国
九
年

民
国
十
年

(
盤
二
)

大
戦
の
勃
菅
に
よ
-
､前
出
濁
退
資
本
の
瑞
記
棉
紗
鹿
は
､丘
閲
五
年
･J
英
人
鮮
哲
と
打
b-

次
い
で
米
･
濁
･
支
合
耕
の
溺
源
紡
絞
公
司

21 劉大喝,倉矧 蒋諸,支那T.韓論･,≡:-ヒ胡J.
3) 内外雑報年齢,前掘O

は
'
属
国
七
年
日
本
人
川
嶋
氏
に
よ
-
て
買
収
せ
ら
れ
'
同
年
に
創
設
せ
ら
れ
た
る
日
本
人
企
業
日
華
紡
織
株
式
昏
社
が
.
更
に
こ
れ
を
買
入
れ

華
人
紡
績
の
席
皆
に
於
け
る
問
題

第
一
懲

九

山
七

第
四
折

7
五
七



華
人
紡
続
の
樫
皆
に
於
け
る
問
鑑

第

i
魯

九

1
八

第
四
欺

二
<
入

る
に
至
っ
た
｡
同
年
八
月
.
前
出
門
外
綿
株
式
骨
融
は
'
華
人
企
業
た
る
裕
源
工
場
を
買
収
し
て
､
内
外

線
第
九
工
場
と
し
た
｡

斯

-
の
如
し

大
戦
勃
蓉
以
爽
'
外
人
企
業
の
所
感
が
挙
動
し
た
る
の
み
な
ら
す
'
工
場
の
新
設
な
ら
び
に
掘
張
は
極
め
て
急
激
に
行
は
れ
'
且
つ
.･tJれ
が
'
日

学
爾
国
人
の
企
業
に
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
｡
い
ま
属
国
七
年
に
於
け
る
覇
業
規
模
'
工
場
数
四
九
'
線
拝
雛

1
四
八
嵩
を
揮
瞥
者
別
に
見
る
-
I

そ
の
制
令
は
･
華
人
六
二
%
,
日
本
人
二二

%
'
英
人

三

%
よ

貨

｢
み
る
eT

Lq桓
･｢牛
.1

･T
･LfEi茶
寮
lTTF当

れ
華

箕
･W
,K
射

て
.

i
朝
鮮

tB･年
｣
と
lh.ほ
れ
る
も

の
で
あ
っ
て
'

工
場

の
新
設
鴻
轍
は
1.
達
郎

rLy
tEJlI
:
Ill

-
1J～1--JJJJ"
一1rTllll
,ノ
′-く
1-1こ
rlII1
I
II

藤

枝
の
勢

ひ
堅
許
し
た
O

こ
の
う
ち

に
あ
･=
1
て
特

に
注
意
す

べ
き
は

EEI本
人
企
業

の
進
出
で
あ
る
｡
即
ち
'
日
本
紡
摘
草
糞
は
､

周
知
の
如
く

康
-
世
界
各
地
に
放
て
'
英
国

の
そ
れ
と
の
角
逐
の
も
と
に
･L/
む
な
し
､
達
に
は
こ
れ
を
凌
駕
し
た
の
で
あ
る
が
'

そ

の
最
も
穎
著
な
る
動
機

は
'
賓

に
'
世
泉
大
戦
の
勃
敬
に
よ
-
て
輿

へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
｡
即
ち
'

こ
の
頃
､
日
本
内
地
に
於

て

好
況
に
め
ぐ
ま
れ

つ
1
も
傭
ほ
堅
賓
に
蓄
積
せ
ら
れ
た
る
飴
剰
資
本

は
'
中
閲
の
各
地
に
移
し
植
え
ら
れ
'
所
謂

｢
達
夫
紡
績
｣

の

基
礎
が
確
立
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
｡

斯
く

の
如
-
に
し

て
.

民
囲

三
年
以
来
'
英
人
企
業

の
新
設
は
そ
の
跡
を
断
ち
'
中
国
紡
籍
事
業

に
於
け
る
日

･
英

･
華
の
鼎
立

は
'

い
ま
や
日
華
の
封
立
に
置
き
換

へ
ら
れ
る
こ
と
1
な

っ
た
｡
然
し
乍
ら
'
後

に
述
ぶ
る
と
こ
ろ
あ
る
が
如
-
､
華
人
紡
績
は
'

そ
の
資
本
力
に
A
'て
も
､
機
械
的
技
術
に
於
て
も
'
ま
た

経
営

の
方
策
に
於
て
も
へ

日
本
人
企
業
の
此
で
は
な
く

｢
在
支
紡
績
｣

は
､
漸
次
中
国
紡
績
事
業

の
覇
権
を
菩
提
す
る
に
至

っ
た

の
で
あ
る
｡

(
善

第
三
期
末
よ
り
最
近
に
至
る
よ
で
の
,
事
業
規
模
に
於
け
る
｢
在
支
紡
B.a
J
の
地
位
を
見
れ
ば
･
攻
の
如
-
で
あ
N;.Q

紡

機

数

(単
位
千
種
)

線

計

華

人

紡

日
本
人
紡

一
九
二
〇
年

二
､
八
四
三

一
'七
七
五

八

一
二

織

機

教

(単
位
台
)

線

計

華

人

紡

日
本
人
紡

二

-
八
七
九

七
'七
四
C
)

一
.
四
八
六

4) 東缶締滞調査局,前端,三賞D
5) 内外細米年鑑,前輪｡
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l
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八
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'九
六
九

〃-
五

'
九
二
五

七
､
二
〇
五

三
､
九

八

一

一
〇
'
八
九
六

7
'四
六
七

AIナノ
I
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‥
八
二
一八
九

T
L
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-ノ
l
′一

l
i
lrc

]
二
ヽ
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一
一
｣/
l一
二

三
〇
二
二
六
七

二
〇
'
三
七
四

次
ぎ
に
第
四
期
は
'
世
界
大
戦

の
反
動
に
始
ま
る
o
即
ち
'
居
囲
十

1
年
秋
を
韓
期
と
し
て
'
原
綿
高

･
製
品
安

の
た
め
'
中
国

新
棟
事
柴
は
受
難
期
に
入
-
.
操
業
短
縮
が
-
-
適
さ
れ
､
額
に
実
力
の
薄
弱
な
る
華
人
企
業
は
倒
産
相

つ
ぐ
に
至

っ
た
｡
英
人
企

業
に
あ
り
で
も
'
そ

の
業
態
恩
は
し
か
ら
ず
､
前
出
老
公
茂
紗
庵

の
如
き
は
'
資
金
借
入
の
代
償
と
し
て
'

日
本
人
企
業

の
手
に
搾

る
の
止
む
な
き
に
至

っ
た
.
こ
の
間
に
於
て
仏
と
-

｢
在
支
紡
績
｣

の
み
は
'
経
営

の
不
振
を
免
れ
た
る
の
み
な
ら
す
'
経
営

の
困

難
な
る
華
人
紡
緋
を
買
収
L
t
或

ひ
は
こ
れ
に
着
金
の
融
通
を
な
し

て
F
依
然
好
況
を
特
損
し
た
の
で
あ
る
.

華
人
紡
織
の
輝
皆
にこ
於
け
る
間
鰭

第

1
番

九
1
九

第
四
拙

.
五
九



華
人
紡
鐙
の
経
皆
に
於
け
る
問
題

第

7
巷

九
二
〇

第
四
故

7
六
〇

斯
-
の
如
-
に
し
て
紡
績
事
業
は
､

!
時
そ
の
後
展
を
阻
嘗
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
.

民
囲
十
七
年

(
T
九
二
八
年
)
国
民
政
府
革

命
軍
の
勝
利
に
よ
ゎ
て
'
時
局
安
定
す
る
や
'
再
び
快
復
の
兆
を
不
す
忙
至
っ
た
.
然
る
に
間
も
な
-
p

l
九
二
九
年
以
非
の
世
界

恐
慌
の
た
め
'
い
ま
や
華
人
紡
績
は
破
滅
的
打
馨
を
受
-
る
こ
と
･,
な
っ
た
｡
斯
-
し
て
'
躯
小
企
業
の
解
喝

資
本
系
統
の
聴
傭

怒

ど

.
日
寛
容
轡
の
教
生
常
蹄
ま
で
'

中
国
紡
績
皐
巣
の
う
ち
に
鞄
噸
工
作
が
進
め
ら
れ
て
額
た
の
で
あ
る
の
L
iの
間

に

め

い
て

･d

｢

在
支
紡
煉
｣
の
潜
展
は
痛
め
て
既
辞
で
あ
り
粒

｡

民
国
十
九
年

(
一
九
三
〇
年
)
三
月
'
日
支
間
に
関
税
協
定
成
立
し
'

堅
牢

1
月
所
謂
固
定
輸
入
税
率
が
章
苑
せ
ら
れ
る
と
と
･̂
な

っ
た
が
'
民
国
二
十
年
の
清
洲
事
変
'
同
二
十

1
年
の
上
海
事
壁
に
よ
る
鞘
日
貨
退
勤
に
刺
戟
せ
ら
れ
'
同
二
十
二
年
五
月
'
所
謂

排
日
閲
稗
が
茸
祐
せ
ら
れ
た
｡
日
本
紡
緒
享
柴
の
封
安
輸
出
は
､
従
来
綿
糸
よ
-
綿
布

へ
､
綿
布
に
あ
-
て
も
生
地
綿
布
よ
-
加
工

綿
布
へ
と
進
ん
で
ゐ
た
の
で
あ
る
が
'
こ
の
師
祝
に
於
て
は
､
特
に
加
工
絹
布
が
高
率
と
な
り
.
従
畳
硯
の
も
の
は
三
割
五
分
乃
至

五
十
割
JJ
云
ふ
極
端
な
る
も
の
で
あ
っ
た
%

こ
1
に
於
て
日
本
円
地
の
紡
績
等
糞
経
営
者
は
'
中
闇
市
場
の
確
保
の
た
め
に
は
'
進
み
て
こ
の
地
に
工
場
を
設
立
し
'
右
の
高

率
関
税
よ
り
免
れ
る
を
有
利
JJ
L
'
｢
在
支
紡
楕
｣
の
新
設
横
張
は
帯
び
激
増
す
る
に
至
っ
た
｡
即
ち

艮
図
八
年
末
に
僅
か
に
三
十

三
革

二
千
錘
に
過
ぎ
ぎ
-
し
も
の
が
'
同
十
年
末
に
は

1
躍
八
十
四
甫
K
千
慮
に
.
同
十

7
年
末
に
は
百
七
甫

f
干
錘
に
の
ぼ
-
'

民
図
二
十
五
年

(
一
九
三
六
年
)
茸
に
は
二
百
十
六
寓
鐘
に
達
し
'
中
歯
紡
緒
事
業
維
錘
教
の
四
三
%
を
占
め
る
に
至
っ
て
ゐ
る
｡

こ

の
増
加
の
傾
向
は
'
特
に
織
布
部
門
に
於
て
著
し
-
､
縫
紋
横
台
数
の
六
〇
%
を
示
し
て
ゐ
る
｡

然
る
に
民
国
二
十
六
年
七
月
'
日
支
事
撃
の
勃
蟹
に
上
り
て
､
中
開
紡
挿
事
業
は
著
し
い
変
化
を
受
け
た
O
即
ち
'
戦
乱
に
よ
る

l

t
lt
t
f
I

･1
1

1

ト

1
1

-

-
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機
械
設
備
の
破
虞
は
'
華
人
紡
珠
と

｢
巷
支
紡
績
｣
と
の
い
づ
れ
に
あ
-
て
も
極
め
て
大
で
.
ま
た
華
人
紡
額
の
多
-
の
も
の
が
'

日
本
軍
管
理
の
も
と
に
'
日
本
人
経
営
に
移
さ
れ
る
こ
と
1
な
っ
た
.
い
ま
や
中
国
紡
精
事
実
の
構
造
は
､
根
本
的
な
る
壁
革
を

ホ

し
た
の
で
あ
り
'
と
の
期
間
を
第
五
期
と
し
て
屈
分
す
る
こ
と
が
出
奔
よ
う
｡
然
し
乍
ら
'
こ
の
期
間
の
統
計
的
資
料
は
､
未
だ
充

分

な
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
の
で
'
い
ま
私
が
特
に
華
人
紡
精
を
瀬
-
上
げ
て
'
そ
の
経
営
上
の
問
題
を
考
察
す
る
に
昔
-
て
は
､
主

と

し
て
'
支
那
串
饗
の
直
前
即
ち
第
四
期
末
ま
で
の
資
料
に
掘
る
外
は
な
い
.
莞
L
t
純
然
た
る
革
人
紡
緒
の
経
営
と
し
て
は
F
本

質
的
に
饗
化
を
見
た
諸
で
は
な
い
か
ら
'
張
ち
に
不
昔
で
は
な
い
で
あ
ら
う
｡

(
哲

支
那
讃
嘆
の
瓦
後
に
於
け
る
華
人
紡
績
の
軍
管
珊
状
況
を
見
れ
ば
･
衣
の
如
-
で
あ
聖

.rl川S
取

締

横

桁

糸

機

那
避
鞘
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軒
∧
併
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1.m
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け
.'i
:･7i
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表
僻
粁
替
中
朝
蜜
と
指
定
せ
ら
れ
る
設
備

.L
nコ

t,
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ヽ
ゝ
1
1､

-7品
i

.
L=
王
妃
..U

I
hp.1

二
三
九
.
三

八
五

′iqL
ヽ
lヽ
r/
]

~
ー

/
′
Tl

一
七
'二
八
三

納

税

二
EL
｣ノ
二
-刀
.I

三

､

二
七
ヒ

〓

患
rLJ
そ
如
何
な
る
事
兼
に
あ
-
て
も
多
か
れ
少
か
れ
然
る
が
如
-
'
紡
額
事
業
の
韓
展
は
.
そ
の
経
営
よ
り
見
れ
ば
､
三
つ
の
段

階
を
摩
る
も
の
と
考

へ
ら
れ
pQ
.
即
ち
､
原
始
的
経
常
'
資
本
的
経
営
及
び
封
能
的
粧
皆
こ
れ
で
あ
SSTD

こ
の
三
種
朗
の
経
営
は
'
本
来
順
次
に
換
度
し
'
或
る
痔
代
に
は
原
始
的
経
営
が
支
配
的
で
あ
-
､
攻
の
時
代
に
は
香
木
的
紋
皆

が
支
配
的
で
あ
る
､

と
云
ふ
が
如
く
に
し
て
壁
蓮
を
辿
る
の
で
あ
る
｡

恭
し
乍
ら
'

こ
の
時
代
の
置
割
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な

-
'
例

へ
ば
脊
髄
的
経
営
が
行
は
れ
る
時
代
に
あ
り
て
も
'

1
万
に
於
て
は
原
始
的
粧
常
が
残
存
L
t
他
方
に
於
で
は
僻
は
賓
本
的

華
人
妨
紐
の
粍
皆
に
於
け
る
問
題

弟

一巻

九

二
1

第
四
故

〓
ハ
T

多祥准三 ･･等嬰経の支那に於ける麟抗事業 (大 日本紡績聯合&,東正共薬
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革
人
紡
続
の
揮
皆
に
於
け
る
間
恩

弟

一
巻

九

t
三

井
四
肺

二

へ
二

経
営
が
行
は
れ
る
'
と
云
ふ
欺
態
革
不
し
っ

1
敬
..Gqす
る
の
で
あ
る
｡
日
本
の
紡
桔
事
業

に
あ

-
て
は
'

そ
の
主
力

は
既
に
智
朋
的

経
営
の
段
階
に
達
し
て
ゐ
る
が
'
資
本
的
経
営
の
勢
力
も
相
雷
に
大
で
あ
り
'
ま
た
原
始
的
経
営
も
そ
の
跡
を
と

ど
め
て
ゐ
る
､
J
J

liLR
rV
N
と
が
出
黙
る
｡

.._｣.ヽノ
一

坤
圃
紡
紙
滞
米
は
､
舵
に
地
べ
た
･-3
が
如
-
.
臼

･
英

･
撃

二
憾
企
業
G
.鼎
iliよ
-
.
日
華
に
堅
･r1
柁
萄
讃
し
た
の
lP
お
レ{.LC
･Lyr

こ
ろ
で
'
こ
れ
ら
各
圃
企
集
は
､
そ
の
創
設
の
時
か
ら
.
経
営
の
方
策
を
そ
れ
ぞ
れ
異
に
し

てゐ
た
の
で
あ
る
か
ら
､
申
圃
紡
緒
専

業
を
全
館
と
し
て
'

右
の
如
-
に
階
段
的
に
襲
展
の
跡
を
た
ど
る
こ
と
は
.

解
離
と
云
は

ざ
る
を
得
な
i
,o

こ
の
う
ち
'
日
本
の

｢
在
支
紡
績
｣
恨
'

日
本
内
地
の
飴
剰
紡
績
賓
本
に
よ
り
て
創
設
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
L
t

ま
た
そ
の
磯
城
設
備
が
'
内
地

の
そ
れ
を
移
し
植
え
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
'
経
営
の
段
階
と
し
て
は
､
既
に
賛
本
的
経
営
ま
で
進
み
た
る
も
の
と
見
ら
れ

る
の
で
あ
る
｡
英
人
企
業
に
放
て
も
'
ま
た

1
部
こ
の
こ
と
が
昔
て
は
ま
る
で

･,のら
う
｡

恭
る
に
華
人
紡
績
は
'
そ
の
創
斐
以
布
今
日
ま
で
､
本
質
的
に
は
億
然
と
し
て

'
原
始
的
経
営
の
範
囲
に
と
ゞ
ま
る
と
考
へ
ら
れ

ざ
る
を
得
な
い
｡
華
人
紡
練
は
五
十
年
弗
'
各
囲
人
企
業
と
の
叢
孝
に
封
し
て
'
不
利
を
忍
び
つ
1
も
と
も
角
堪
え
て
来
た
の
で
あ

る
が
'
そ
れ
は
決
し
て
､
こ
れ
ら
外
国
人
企
巣
と
同

1
の
経
営
方
策
に
よ
っ
た
の
で
は
な
-
'
敢
て
異
る
方
策
を
探

って
釆
た
圭
芯

ふ
こ
と
が
出
奔
る
O
い
な
む
し
ろ
'
我
々
は
'
後
に
述
ぶ
る
が
如
-
に
'
中
圃
経
済
そ
の
も
の
1
う
ち
に
'
こ
れ
を
可
<iluEEEな
ら
し
む

る
と
こ
ろ
の
諸
保
伴
が
存
在
す
る
こ
と
を
'
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
｡

放
て
原
始
的
経
営
と
云
ふ
は
､
多
-
の
園
に
於
て
t
と
の
事
業
の
初
期
に
l
般
忙
行
は
れ
た
る
も
の
で
あ
る
か
ら
､
然
く
呼
ば
れ

る
の
で
あ
る
が
'
要
す
る
に
'
主
と
し
て
肉
情
的
労
働
力
の
強
化
に
よ
り
て
'
生
産
力
旦
向
む
る
こ
と
を
趣
旨
と
す
る
経
営
の
方
策

帆端,五六九一七〇頁｡
前視,五八四頁｡



YJ
あ
る
｡
即
ち
'
旺
廉
多
量
な
る
努
働
に
依
存
し
'
例
へ
ば
二
番
乃
至
三
番
交
代
の
深
夜
就
業
の
行
は
れ
る
は
t
と
の
段
階
に
於
け

る
典
型
的
な
る
経
営
で
あ
る
･
と
こ
ろ
が
､
斯
る
経
営
は
'
そ
の
故
事
力
む
高
む
る
に
裁
て
'

1
定
の
限
度
以
上
に
出
づ
と
と
る
が

出
奔
な
い
｡
殊
に
そ
の
販
路
が
'
中
歯
の
如
-
に
民
度
の
高
か
ら
ざ
る
地
域
で
あ
る
場
合
に
は
'
晶
質
の
甚
だ
高
き
も
の
よ
-
は
'

む
し
ろ
代
償
の
低
廉
に
し
て
'
佃
使
用
首
の
品
質
を
具
ふ
る
こ
と
が
必
要
と
せ
ら
れ
る
｡

Iu
こ
ろ
で
'
紡
績
寄
集
に
あ
-
て
は
'
生
産
費
の
う
ち
主
た
る
部
分
を
占
む
る
も
の
は
'
賓
に
棉
花
の
代
債
で
あ
っ
て
'
弊
覚
は

極
め
て
小
部
分
を
占
む
る
に
過
ぎ
な
い
｡
而
か
も
こ
の
際
'
労
働
着
の
主
力
は
若
年
の
女
子
で
あ
る
｡
役
等
の
努
賃
は
'

1
人
常

-

こ
れ
を
引
下
ぐ
る
敏
也
は
極
め
て
少
い
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
O
殊
に
'
綿
糸
に
あ
-
て
も
､
綿
布
に
あ
-
て
も
ー
そ
の
生
産
工

背
は
.
卓
と
し
て
機
械
の
運
漕
に
ま
つ
も
の
で
あ
る
0
,で
れ
紋
に
'
生
産
能
率
託
詰
め
'
比
つ
敦
賀
&
lを
引
11
ぐ
る
比
は
.
む

し

ろ

1
E-∃.し/A.=
tL)_口
l
l･]に巨
払
,h･t

'
=｣
I
ノ
-̂)
､ノ
･-･
～
LI･

機

械

g
.措
備
恕
肺
化
;
:.
i
,-
過

接

賂

忙
よ

り

1J

f

.
mET
小
歩
･E:b
il
T･iju頑
講

7
,㌢
=i
ト
音
･-}
･d
T,
紫
を
IC
ク
a列
は
患
い
｡
期
-
し

て
'
原
始
的
経
営
は
.
や
が
て
..

大
量

生
産
を

敵
旨
と
す
る
と
こ
ろ
の
次
の
段
階
た
る
'
資
本
的
経
営
に
移
り
行
か
ざ
る
を
樽
な
い

の
で
あ
る
｡

(証
)

王
子
追
.
王
銭
中
の
調
査
報
告
(民
国
二
十
四
年
)
に
よ
れ
ば
'紡
絃
部
門
(EI十
三
工
場
平
均
)
に
あ
-
T
t女
子
の
占
む
る
部
分
は
七
五
%
'

織
布
部
門
(+
八
工
勘
平
均
)
に
あ
-
て
は
七
六
%
を
耶
し
て
ゐ
po.
0

資
本
的
経
営
と
云
ふ
は
'
右
に
述
べ
た
る
如
く

大
量
生
産
に
よ
-
て
生
産
費
を
低
減
す
る
の
趣
旨
よ
-
行
は
れ
る
も
の
で
.
工

場
設
備
を
蹟
張
L
t
機
械
を
増
設
し
'
肉
鰻
的
勢
働
を
な
る
べ
-
節
約
し
て
'
機
械
工
程
の
優
秀
を
以
て
こ
れ
に
代
へ
'
こ
れ
に
よ

-
て
生
産
能
率
を
高
む
る
経
営
で
あ
る
｡
即
ち
'
そ
れ
は
､
資
本
力
を
以
て
労
働
力
に
代
へ
'
生
産
費
を
引
下
ぐ
る
の
鮎
に
特
徴
を

帝
人
紡
境
の
縫
皆
に
於
け
る
問
題

第

7
巷

九
二
三

第
四
瞭

一
六
三

4) 王子建 ･王威中,七省筆南砂麟調一門:報告,九二～-O三頁 ;圃松文雄露,
支那紡織壌艶 -二七～-･四二斯 く.



革
人
紡
績
の
経
皆
に
於
け
る
開
放

第

7
億

九
二
四

第
四
銃

l
六
四

持
つ
も
の
で
あ
る
｡

そ
れ
故
に
'
資
本
的
経
営
が
行
は
れ
る
に
就
て
は
､
大
な
る
賛
本
の
集
積
を
必
要
と
す
る
｡
こ
の
資
本
は
'
ま
づ
外
部
よ
;ク
の
供

給
に
仰
が
ざ
る
を
得
な
い
｡
即
ち
そ
れ
は
'
株
式
若
し
-
は
虻
債
の
形
に
よ
-
て
詞
遷
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡
従
ひ
て
t
と
の
集
額

を
容
易
な
ら
し
め
る
た
め
に
は
'
企
業
利
潤
は
'
高
率
を
以
て
配
嘗
せ
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
で
あ
ら
う
｡

然
し
乍
ら
'
濃
嵐
の
軽
勤
は
'
斯
く
の
如
k
r経
営
を
勧
揺
せ
し
め
ざ
る
見
終
な
い
.
T花
衆
'
大
量
生
産
を
趣
旨
と
す
る
輩
本
的
挺

･Si･γ
[
･.II
.･･T
LJ

:=
Ei;{
E,I.
.J
∬
r
.

･n)rm
も
⊃
ヒ
TrET
唱
n
L｣
か
､U
n
#1
1..n『
ご
臥
レ
N1
4
ノ
T3
h
L

ち

.

一
旦
不

況

に
遭
遇
す

る
や
､
等

柴

の

収

縮

紅

免

れ

雛

い
り
斯
る
菅

況
の
切

Jl

披
け
ば
.
経
潜
の
道
腿
の
確
慣
怒
る
金
男
に
よ
-

て
の
み
可
能
と
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
'
然
ら
ざ
る
も
の
は
倒
壊
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ら
う
.
と
こ
ろ
で
'
い
ま
経
営
の
基

礎
の
確
貴
と
云
ふ
と
と
は
√
こ
の
際
'
右
の
如
き
賓
本
的
経
営
を
行
ひ
な
が
ら
も
'
佃
ほ
減
債
償
却
を
厚
く
し
､
配
昔
を
利
茶
金
の

大
な
る
に
膝
じ
て
無
節
制
に
行
ふ
こ
と
な
く
'
利
宗
金
の
極
め
て
大
な
る
部
分
を
.
企
業
の
内
部
に
留
保
す
る
と
と
を
意
味
す
る
の

で
あ
る
.

(蘇
)

支
部
革
壁
勃
菅
の
直
前
･民
望

十
六
年
(
完

1二
七
年
)
三
月
に
於
で

華
人
紡
乱

U
同
年
末
の
日
本
内
地
紡
接
と
の
･

t
誓

卜
資
本
金

な
ら
び
に
硬
立
金
と
を
比
較
す
れ
ば
次
の
如
-
で
あ
る

(撚
糸
機

一
錘
及
び
織
機

〓
ロ
は

'そ
れ
ぞ
れ
輯
紡
撃

二
牲
及
び
十
五
拝
に
換
算
.
偽
は

華
人
紡
接
に
あ
り
で
は
'
瀕
張
中
の
も
の
を

含
む
)ら

華

人

紡

絵

日

本

紡

競

耕
込
資
本
金

二
三
二

元

三
二
･七
岨

噴

文

金

〇
･四
元

t七
･
二
囲

5) 抄柵 合食,第十大欲編訂中国抄魚一耽喪tこ轍･50
6) 妨旗聯谷倉調査[=せ る ｡

命
は
こ
G
･年
度
の
上
海
宛
馬
管
相
場
(
正
金
電
信
東
)
は
､
軍
R
に
射
し
平
均

一
〇
三
･七
五
脚
で
あ
る
｡
こ
れ
に
上
-
T
､
革
入
所
塩
の
資
本
力



が
7
舷
に
極
め
て
小
で
'
資
本
的
経
皆
に
遠
き
こ
と
を
知
-
待
る
で
あ
-
1
.

智
能
的
経
営
な
る
も
の
は
'
資
本
的
経
営
の
行
き
詰
-
の
経
験
に
よ
-
て
教

へ
ら
れ
'
且
つ
取
引
上
の
障
碍

(例
へ
は
関
税
の
引
JJ.

げ
)
を
克
服
す
る
の
必
要
か
ら
'

生
れ
出
で
た
る
経
常
方
策
で
あ
る
.
こ
れ
は
'
精
巧
な
る
機
械
と
熟
練
せ
る
技
術
と
を
以
て
生
産

を
行
ふ
と
1

も
に
.
ま
た
'
利
益
金
の
留
保
に
よ
る
と
こ
ろ
の
自
己
賛
本
の
互
大
な
る
積
立
を
巧
妙
に
運
用
し
て
'
綿
花
と
製
品
と

の
慣
椿
の
闘
聯
-こ
裁
て
'
常
時
不
損
の
方
法
に
於
て
.
低
頻
な
る
生
産
を
可
能
な
ら
し
む
る
経
営
で
あ
る
｡

紡
績
事
業
に
あ
-
て
は
'
そ
の
機
械
的
技
術
は
'
製
品
が
多
様
と
な
る
に
従
ひ
て
-
正
に
日
進
月
歩
の
有
様
で
あ
る
｡
智
能
的
軽

骨
に
あ
-
て
は
､
か
1
る
機
械
的
技
術
を
'
能
ふ
る
眠
-
そ
の
進
歩
の
状
態
に
追
随
し
て
'
い
な
む
し
ろ
'
そ
の
進
歩
を
促
進
誘
導

す
る
の
力
線
に
於
て
.

H
場
讃
情
LiT改
良
牌
張
を
な
す
に
努
め
る

〃
で
あ
る
｡
礎
ひ
て
こ
の
麿
麿
は
r
常
に
睦
柄
的
忙
合
理
化
C3尖
J

l＼

ふ
詮

で
も

な

い
.

然
し

乍
ら

智

能
的
経
営
は
､
革
に
技
術
に
於
て
料
率
的
方
法
を
喋
る
の
み
で
な
く
'
資
本
の
蓮
用
に
裁
て
も
'
ま
た
科
草
的
な
る

も
の
で
あ
る
｡
即
ち
'
右
の
如
-
忙
減
債
償
却
を
早
く
す
る
こ
と
に
よ
-
て
'
新
技
術
の
機
械
設
備
を
速
か
忙
粍
開
す
る
こ
と
も
'

も
と
よ
-
科
単
的
lhu
る
資
本
の
運
用
で
あ
る
が
へ
そ
れ
と
1

も
に
､
そ
れ
が
ま
た
'
原
料
の
買
付
に
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

秋
保
事
業
に
あ
り
て
は
､
そ
の
生
産
費
の
う
ち
'
摘
花
の
代
債
は
極
め
て
大
な
る
部
分
を
占
め
る
の
で
あ
る
が
'
こ
の
棉
花
の
相

場
な
る
も
の
は
'
諸
種
の
保
伴
の
も
と
に
'
著
し
き
轡
化
を
示
す
の
で
あ
る
7
両
か
も
こ
の
饗
動
は
'
各
地
産
の
も
の
に
就
き
'
ま

た
J
･T品
櫨
に
聴
き
､
必
す
L
も
同

一
の
渉
繭
を
と
る
も
の
で
は
な
い
｡
･LJ
l
に
於
て
経
営
者
は
'
そ
の
貸
せ
相
場
酷
選
び
て
'
常
盛

挙
人
坊
頴
の
躍
皆
に
於
け
る
問
屋

第

1
懸

九
二
瓦

第
四
沸

一
六
五



華
人
紡
績
の
樫
皆
に
於
け
る
間
罷

第

L
巻

九
二
六

第
四
戟

〓
ハ
六

の
必
要
量
を

超
え
て
ゞ
も
､

各
品
種
に

わ
た
-
て
.
進
み
て
柿
花
の
買
付
を
な
し
'

こ
れ
に

反
し

て
'
相
場
を
高
L

と

見
れ
ば
'
右

の
棉
花
の
保
有
に
信
梗
し
て
､

買
付
を
手
持

へ
'

敷
ヶ
月
も
こ
れ
を
見
遣
る
の
で
あ
る
o

斯
く
の
如
き
操
作
を
-
り
返
す
に
於
て

は
､
綿
花
代
数
は
'
備
に
位
顔
た
りと
紅
得
る
評
で
野
毛

耳

k/
た
る
臼
己
賀
本
の

積
立

は
'
か
-

為
綿
花

の

閉凧
付
に
向
け

ら
れ
'
然

･rV
LLLi山H

tiLi<
リ化
に
りて
L
g

.､

に

IL
r.ia
L

.i川

副
ケr
m耶/vL:
lt

〃
JJ
b
t
稲
川
鮮
F
tb
.
IT
t

を
Iと
J
.七
r
t
Lr
･.
i碓

･
hノ㌦

(
註
)

民
国
二
十

L
年
二
九
二
‥二
年
)γ∵
≡

'[十
三
年
山
中
囲
梓
11.ur神
化
相
場
の
哲
軌
を
見
れ
ば
r
攻
の
如
-
で
あ
る
G

十 十 十

年 年 年

最

高

gI九
･1r¶
1
元

gl九
･rハ
C
J

E
l七
･
才
二
日

最

低

三
七
･七
大
元

三
八
･四
〇

三
九
･九

茄

.平

均

四
三
･六
三
元

四
四
二

〇

四
三
･七

兼

と
こ
ろ
で
'

製
品
の
慣
相
は
'
棉
花
の
そ
れ
と
相
臆
じ
て
変

動
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
C
そ
れ
故
に
'
右
の
如
き
操
作
を
な
し
得

な
い
企
柴
に
と
-
て
は
'
高
き
製
品
は
高
き
綿
花
で
'
安
き
裂
晶
は
安
き
綿
花
で
■
生
産
を
行
は
ざ
る
を
得
な
い
｡
然
る
に
'
右
の

如
き
操
作
を
な
し
得
る
企
業
に
瀬
-
て
は
'
製
品
の
償
格
の
高
低
に
拘
ら
ず
'
常
に
'
低
廉
な
る
棉
花
を
以
て
生
産
を
行
ひ
終
る
韓

で
あ
る
｡
常
時
不
損
の
方
津
と
云
ふ
t
は
正
し
く
斯
ス
･L
と
か
ら
を
指
す
の
で
あ
る
｡

斯
る
こ
と
が
ら
が
可
能
な
る
が
た
め
に
は
'
他
方
に
於
て
'
各
品
種
の
綿
花
を
通
常
に
混
用
し
て
､
比
較
的
に
優
良
な
る
製
品
を

製
作
し
得
る
の
披
術
､
即
ち
い
は
ゆ
る
混
楯
の
技
術
が
必
要
と
な
る
.
こ
の
投
術
は
'
そ
れ
散
に
､
革
に
機
械
的
技
術
た
る
に
止
ら

ず
'
そ
の
裏
面
に
於
て
は
､
賛
木
蓮
桶
の
技
術
を
意
味
す
る
｡
こ
1
に
逆
相
せ
ら
れ
る
資
本
は
､
そ
れ
が
自
己
資
本
た
る
た
め
に
'

利
息
の
負
格
な
き
も
の
で
あ
る
o
こ
の
鮎
に
於
て
も
'
生
産
費
を
低
減
せ
し
む
る
の
数
具
を
持
つ
こ
と
ー
云
ふ
ま
で
も
な
い
｡

7) 金,前視,八四頁｡



l
鰹
'
綿
花
の
買
付
は
'
こ
の
棉
花
が
外
国
産
な
る
場
合
に
は
､
し
ば
し
ば
葛
巻
の
統
制
の
も
と
に
置
か
れ
'
特
に
戦
時
に
あ
-

て
は
､
む
し
ろ
禁
止
的
で
あ
る
0

日
本
紡
楕
事
業
の
主
力
は
.

右
の
如
き

智
能
的
経
営
に
上
-
て
占
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
'
今

冒
.
罵
替
取
組
の
制
限
の
た
め
に
､
そ
の
特
徴
を
費
輝
す
る
こ
と
を
得
ず
'
極
め
て
困
難
な
る
経
営
傭
件
の
も
と
に
置
か
れ
て
ゐ
る

の
で
あ
る
｡
こ
の
鮎
よ
-
見
れ
ば
'
中
国
の
紡
績
事
業
は
'
原
料
た
る
綿
花
を
'
た
と
へ
品
質
上
の
問
題
は
あ
る
と
し
て
も
.
自
園

に
仰
ぐ
こ
と
を
得
る

の
で
あ
る
か
ら
.
豚
衆
経
営
が
.
こ
の
智
能
的
段
階
に
ま
で
進
む
の
可
能
性
は
'
仝
-
な
し
と
し
な
い
の
で
あ

る
｡

三

石
JEY]
逃
べ
邪
り
た
i<･が
如
く
醇
<
.坊
窮
ま
.
穀
如
ま
日
鞍
弼
酌
飴
染
上
jLAl群
山止
り
も
と
こ
.
袈
tJ
ま
rrL較
人.
企
紫
放
る

｢
在
安
紡

雛
.
-
tb.砦
lIl
α
漣
-
托
'm
TL-P
L
允
打
で
讃
:jtl:
.
烈
し
乍
仁

JU
が
は

列
田
..7-El
力
J.･1r覇
業
邦
眉
si
讃
LiiLL
耗
rrv
刺
果
て
讃
′.て

い
ま
経
営
の
内
部
的
考
察
に
立
ち
入
る
な
ら
ば
'
そ
の
基
礎
は
常
に
極
め
て
婦
-
.
日
本
の

｢
在
支
紡
席
｣
に
封
し
て
劣
位
に
甘
ん

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
.
こ
れ
を

一
言
に
し
て
掩

へ
ぼ
'
華
人
紡
績
は
原
始
的
経
営
の
域
を
脱
し
な
か
つ
た
と
云
ふ
む
得
る
で

あ
ら
う
O

斯
-
し
て
華
人
紡
績
の
選
管
に
於
け
る
筒
題
は
'

r左

支
紡
績
｣
や
日
本
内
地
の
紡
績
事
業
と
の
比
較
の
も
と
に
於
て
.

虐
叫
屯
耶
ツ髄
肌
と
冶
ftJ
仁
て
老
Sta.

華
人
紡
績
の
経
営
の
不
振
な
る
と
と
に
裁
て
は
､

し
ば
し
ば
､

攻
の
如
き
僚
伴
が
奉
げ
ら
れ
T6
0
即
ち
'
(
1
)
工
場
管
理
の
拙

劣
な
る
こ
と
(
二
)
労
働
及
磯
城
能
率
の
低
き
こ
と
(
≡
)
流
動
資
本
の
決
乏
せ
る
こ
と
(
四
)
借
入
金
が
極
め
て
高
利
に
し
て
互
寂

精方正執 支那に於ける民族紡職責≡本の問題 (紡織雑誌敵.大陸と醍稚=
莱,一四七頁｡)

1)

力
付つく
こ
と
心付
〓こ
て
歳
ItJT
T

華
人
新
超
の
綬
皆
に
於
げ
ろ
問
題

第

1
懲

九
二
七

帯
四
新

二
ハ
七



華
人
紡
続
の
経
皆
に
於
け
る
問
題

汀山

(
託
)

令
圃
硬
は
こ
れ
に
靴
で
､
攻
の
三
っ
の
原
因
を
奉
げ
て
ゐ
る
D

1
'
資
本
的
規
模
(資
本
金
及
び
積
立
金
)
の
小
な
る
こ
と

二
'
職
工
能
率
の
小
な
る
こ
と

三
.
機
椛
托
術
S
改
･L
月
び
拭
侶
牒
印
の
小
rJ
る
こ
-

弟

l
奄

九
二
八

第
四
郎

1
六
八

然
し
乍
ら
､
斯

-
の
如
き
結
繁

の
符
候
件

は
~
結

碍
~

教
本
の
構
成
と
そ
の
様
鞘
と
忙
附
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
..
.E
隈

"

白

,r
Tj

.E

資
本
の
inl大
な
る
蕎
頓
に
放
り
て
7
貸
本
を
外
部
に
仰
ぐ
こ
と
の
少
き
意
味
に
於
て
資
本
的
基
礎
の
堅
固
な
る
企
業
に

と
-
て
は
'

常
に
､
機
械
及
び
労
働
能
率
の
優
秀
を
期
し
得
る
詩
で
あ
-
'
工
場
管
理
も
ま
た
巧
妙
と
な
る
で
あ
ら
う
し
'
こ
れ
に
よ
-
て
生
産

費
は
低
減
L
t
企
業
利
潤
は
ま
た
大
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
｡

日
本
の
紡
績
事
業
は
.
こ
の
鮎
に
於
て
､
賓
本
的
基
礎
は
極
め
て
強
固
な
る
も
の
が
あ
る
.
即
ち
'
創
業
に
際
し
て
は
'

ひとゎ

固
定
資
本
の
み
な
ら
ず
'
流
動
資
本
を
含
む

l
切
の
賓
本
は
'
株
式
に
よ
-
て
調
達
せ
ら
れ
'
期
末
に
於
け
る
利
益
金
の
少
か
ら
ざ

る
部
分
が
'
攻
期
に
於
て
積
立
て
ら
れ
'
そ
れ
が
右
の
珊
込
資
本
と
相
合
し
て
'
営
業
に
梶
川
向
け
ら
れ
る
｡
斯
-
し
て
獲
ら
れ
た

る
梯
込
資
本
金
と
積
立
金
と
の
合
計
た
る
白
己
資
本
は
'
ま
た
設
備
の
掘
張
に
も
充
嘗
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
O
然
る
精
兵
と
し
て
'

今
日
極
め
て
大
規
模
の
企
業
に
し
て
'
積
立
金
が
梯
込
資
本
金
を
超
過
す
る
こ
と
.
決
し
て
穂
と
し
な
い
｡

日
本
紡
憤
事
共
に
あ
-
て
は
.
賓
本
の
借
入
れ
は
'
多
-
は
設
備
の
損
張
に
充
首
せ
ら
れ
る
C
と
と
ろ
が
､
そ
れ
は
､
賓
は
'
右

の
如
き
自
己
賛
本
の
充
首
の
後
に
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
｡
そ
れ
故
に
.
右
の
借
入
れ
は
.
多
く
は
大
規
模
企
発
に
於
て
見
ら
れ
る

の
で
あ
-
'
而
か
も
そ
れ
が
､
蹟
張
部
分
の
資
本
に
封
す
る
利
益
配
官
金
を
節
約
す
る
の
目
的
に
出
づ
る
こ
と
に
､
注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
｡
い
ま
'
日
本
紡
績
事
業
を
仝
鰭
と
し
て
見
る
と
き
に
は
'
使
用
総
資
本
に
封
す
る
自
己
資
本
の
割
合
は
'
常
に
八
〇

金,鯛鴇,五五一六実｡2)



%
の
大
を
示
す
の
で
あ
る
｡

斯
る
事
情
は
､
導
入
紡
績
に
あ
-
て
は
重
-
見
ら
れ
な
い
｡
そ
れ
は
'
ひ
と
-
紡
績
事
業
に
限
ら
れ
た
る
韓
で
は
な
く
'
ひ
ろ
く

･
中
国
工
共
金
融
の

1
般
的
状
勢
と
考

へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
C
鐘
承
緒
の
云
ふ
と
こ
ろ
に
従

へ
ば
'
創
米
資
本
は
攻
の
如
く
に
し
て
調

達
せ
ら
れ
る
O
即
ち
.
企
業
の
鰐
皆
に
必
要
な
る
資
金
が
慣
-
忙
三
草

花
で
あ
る
と
す
る
｡
そ
の
際
'
経
営
者
は
､
先
づ
も
と
で
と

し
て

一
軍

冗
を
準
備
し
､
こ
れ
に
よ
-
て
機
械
建
物
な
ど
を
設
け
る
の
で
あ
る
が
'
何
ほ
そ
の
外
に
ー
こ
れ
ら
の
資
産
を
揖
保
と
し

て
'
鐘
荘
よ
-
六
七
千
元
を
借
入
れ
'
こ
れ
を
預
金
と
す
る
.
然
る
後
､
そ
の
不
足
額
だ
け
は
'
封
入
信
用
に
よ
-
て
調
達
せ
ら
れ

る
の
で
あ
る
｡

華
人
紡
絹
の
経
常
が
'
斯
-

の
如
き
輯
本
の
調
達
の
屯
と
忙
行
は
れ
る
に
於
て
は
'
借
入
金
に
封
す
る
利
珊
仏
は
極
め
.T,
大
赦
叶6

㌧

11
に

は

‖
t

.:

.r:A.=紺
=.い.∵

,AI;I;日
.小
･,.:･
'J
..:-I
l

㌧
∵

･(.;
-
汁

.:･
･折
半

.:-
,
I.
..
川
‥

∴
-;
I
.:･;
(.I;
｣
∵

'
=.(;:
.
･∵
､
輔
十
.･よ

と
し
て
の
企
業
内

部
へ

の
留

保部
分
は
､
僅

ル
恵

る

た
免

れ

難
い
の

で

あ

る

｡

(謹

1
)

い
ま
.
支
那
事
理
勃
蟹
の
年
賃

一
九
三
七
年
)
に
於
け
る
'
華
人
紡
績
及
び
日
本
内
地
紡
絵
の
貸
本
の
構
成
及
び
濯
皆
規
模
を
比
較
す
れ

ば
.
攻
の
加
-
で
あ
る
O
工
場
数

資

本

金

積

立

金

精

紡

機

撚
糸
機

織
機

華
人
紡
篇

九
O

i
〇
四
ー
三
九

号

冗

一
'七
三
八
千

元

三
'〇
三
五
千
陸

二
〇
六
千
時

三
〇
言

日
本
紡
績

二
七
九

五
八
〇
'
二
二

千
円

三
〇
四
､
三
空
二千
日

〓
1

三

九
七

一
､三

70

T
O
O

(註
二
)

有
の
如
き
考
察
賀

長
圃
二
十
三
年
(
1
九
三
四
年
)
に
於
け
る
華
人
紡
禄
と
｢在
支
紡
績
｣
と
に
就
て
行

へ
は
'

衣
の如
-
で
あ
h
o

尚
は
こ
の
頃
の
封
支
席
替
相
場
は
'
は
ゞ
バ
ー
で
あ
っ
た
D

倉
社
数

工
場
数

掬
込
資
本
金

積

立

金

書
房
線
計

華
人
紡
蘇

六
〇

八
九

L
八
七
､六
〇
六
千
元

四
'七
九
二
芸

一九
二
'
三
九
九
芸

在
支
紡
続

1
五

四
T

九
八
'六
三
1)1千
円

三
八
二
へ
E
T九
千
P
:

二
二
七
'
二
八
二
千
;

車
人
紡
績
の
縄
皆
に
於
け
る
開
度

第

一
番

九
二
九

､

･

"

1

･

三
'二
〇
七
芸

二
､
二
ハ
二
千
売

九
二

五
二

千
m

三
thlF
T<
千
円

第
円
湘

7
六九

3) /)､息･西藤.前掲,三四八--).L乳,
4) 鏡J*緒.工米綿済論文,五匹卜 瓦裏手;金,前鴇,五九-六〇頁｡
5) 抄廠聯合食,妨韻聯合軌 前鴇 ,
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華
人
紡
績
の
樫
皆
に
於
け
る
間
鑑

第

1
巻

九
三
O

第
四
駅

r七〇

華
人
紡
績

の
経
営
に
於
け
る
借
入
金
の
薪
は
､
極
め
て
大
で
あ
る
.
そ
れ
ら
は
銀
行
若
し
-
は
鍔
定
か
ら
供
給
せ
ら
れ
る
の
で
あ

る
が
'
そ
れ
が
ま
た
頗
る
高
利
た
る
を
常
と
す
る
｡
即
ち
最
低
の
も
の
で
も
'
年
七

%
乃
至
八
%
､
高
き
は

t
二
%
乃
至
二

〇
%
に

の
ぼ
る
｡
日
本
紡
粍
事
業
に
於
て
.
社
債
若
し
-
は
借
入
金
の
利
率
が
最
高
五
%
乃
至
二
ハ
%
た
る
に
比
す
れ
ば
.
生
産
費
と
し
て
の

利
･3品
兜
緒
が
､
難
人
紡
縄
に
於
て
特

に
暫
し

津
i:i射
り
群

.hノ≠
仁

｢
d

･..

.
｢1

1P
〉
〉
二
(I,Lへノ
..rH.〇

､
1

T
/
･
rP
b
'

王
子
建
ち
の
調
寛
に
よ
れ
ば
､

′
dlT1
/
]ZZZZ
L-

1

ュ
場

一

緒
嘗

借

入
金

7
経
常
-

の借
入
金
及

.if,そ
の
利
率
は
'
･hLJ
の
如
く
で
あ
る
.
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･
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七
･
〇

こ
れ
を
鴬
時

二

九
三
三
年
)
の
日
本
紡
績
等
兼
にこ
於
け
る
1
錘
菖
平
均

二

･八
六

T
園
に
比
す
れ
ば

(思
時
の
馬
菅
相
塩
は
'
大
髄
､

l

OO

･,R
に
射
し
l
rJ
五
二五
圏
で
あ
る
)､
呼
人
肪
嶺
の
借
入
金
の
裏
襟
が
如
何
に
大
な
る
か
を
知
-
得
る
O
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孝

二

右
の
調
査
に
･1
れ
ば
,
華
人
紡
総
に
一号

て
は
,
綿
糸
嘉

(
四
〇
〇
好
摩
)
嘗
利
息
は
次
の
如
1
で
あ
聖

一
〇
番
手

六
元
五
七
六

l
二
番
手

八
･
〇
五
六

I
EZ番
手

一
〇

･
七
九
七

1
六
番
手

1
0
元
五
二
二

二
〇
番
手

二
二
･
一
二
一

三
二
番
手

1
九
･
二
七
七

こ
れ
に
射
し
て
'
常
時
日
本
内
地

紡
紐
帯
兼
に
あ
･Jl
T
は
､
某
退
行
の
調
査
に
よ
れ
ば
'

1
欄
(四
〇
〇
封
壇
)常
利
息
は
､
山
○
番
手
に
あ
,i,
て

七
二
･四
蹟
'
ニ
0
番
手
に
あ
･｡
て
九
六
･〇
絹
の
少
額
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
.

四

お
よ
そ
企
兼
の
賓
本
は
'
そ
れ
が
自
己
賛
本
た
る
と
他
人
資
本
た
る
と
を
問
は
す
､
固
定
餐
直
と
流
動
賓
産
と
の
二
つ
の
形
を
と

Ii=l
て
居
間
せ
ら
れ
る
の
で
め
る
.
紡
績
誰
某
に
あ
り
て
は
'
後
者
の
生
類
な
る
も
の
が
綿
花
た
る
こ
と
.
一LF
ふ
ま
で
も
な
い
や
こ

の

し
て
は
嘗
塵
の
必
要
量
を
敵
え
て
.-
こ
の
調
達
が
行
ほ
れ
る
の
で
あ
る
が
'
斯
る
こ
と
が
ら
は
'
蛮
人
紡
績
忙
こ
れ
を
望
む
こ
と
牡

得
な
い
.

枚
で
い
づ
れ
の
閲
の
紡
績
事
業
に
あ
-
て
も
'
製
品
を
或
る
期
間
の
先
物
で
茸
れ
ば
'
同

一
期
間
の
先
物
で
綿
花
を
調
達
す
る
と

云
ふ
循
環
手
常
決
は
､
艇
常
の
常
道
と
せ
ら
れ
て
ぬ
る
O
,lJ
の
こ

と
は
■.
製
品
と
綿
花
と
の
相
場
が
併
行
し
て
嘩
動
す
る
限
-
は
.

む
し
ろ
軍
資
な
る
方
策
と
云
ひ
碍
る
.
蓋
し
'
企
業
は
'
加
工
費
に
相
嘗
す
る
額
だ
け
は
'
確
茸
に
利
得
し
得
る
か
ら
で
あ
る
｡
こ

の
製
品
IU
桔
花
と
の
相
場
の
閲
聯
は
､
取
引
の
機
構
が
売
備
し
て
ゐ
る
際
に
は
､
或
る
程
度
明
瞭
で
あ
-
'
い
な
む
し
ろ
､
製
品
の

傾
格
が
､
棉
花
の
そ
れ
に
連
繋
せ
し
め
ら
れ
'
こ
れ
に
平
均
加
工
費
が
見
込
ま
れ
て
~
然
-
定
め
ら
れ
る
｡

華
人
紡
績
の
感
管
に
於
け
る
問
題

第

1
懸

九
三
1

第
四
蚊

1
七

山

私 甲語義詣 完戸i一票堅気21順 二九 二頁｡



華
人
紡
寂
の
搾
皆
に
於
け
る
間
醍

第

一
啓

九
三
二

第
四
班

1
七
二

然
し
乍
ら
'
斯
る
こ
と
が
ら
は
'
多
-
は
長
期
に
亘
る
考
察
の
結
果
で
あ
-
､
而
か
も
事
業
を
仝
髄
と
し

て
の
こ
と
で
あ
る
｡
そ

れ
は
'
決
し
て
~
個
々

の
企
業
に
と

-
て
の
考
薮
で
は
な
い
O
個
々

の
企
兼
の
問
題
と
す
る
と
こ
ろ
は
'
lLT
ふ
ま
で
も
な
-
､
相
互

の
講
串
の
も
と
に
於
て
ー
棺
花
む
調
達
し
､
,lJ
れ
に
加
工
む
施
し
.

製
品
を
朋
墳
し
た
も
桟
に
､
収
支
の
業
神
と
し
て
.
ど
れ
丈
け

仇
才
TTh
古
老
ト＼
!
カ
ノ
三
上
紫

に
牢
/ほ

,L
i

に

-T

S
Lr
･.
11il産
額
を
僻
稚
什
J金
に
於
て
引
下
人＼
る
の
目
的
か
ら
'
特
に
臼
だ
硬
木
が

適
LI･
せ
ら
れ
る
の
Lで
あ

る
｡

い
は
ゆ
る
循
環
手
首
粒
が
順
調
に
行
は
れ
る
な
ら
ば
'
沈
勤
資
本
の
必
要
は
左
程
に
i(
で
は
な
い
で
あ
ら
う
D
蓋
し
'
製
品
の
版

資
に
よ
-
て
'
直
ち
に
棉
花
の
代
金
を
償
ひ
得
る
か
ら
で
あ
る
｡
華
人
紡
緒
に
あ
-
て
も
'
ま
た
こ
の
循
環
手
首
法
が
行
は
れ
る
.

即
ち
､
従
釆
上
海
に
あ
-
て
は
'
十
日
を
期
間
と
す
る
定
期

(
抑
韓
)
綿
花
を
買
入
れ
る
習
慣
が
あ
っ
た
｡
そ
こ
で
紡
績
企
業
は
'

こ
の
定
期
棉
花
を
買
入
れ
る
と
'
直
ち
に
生
壁
に
振
り
向
け
､
そ
の
製
品
の
費
上
げ
に
よ
-
て
､
右
の
綿
花
代
金
の
支
梯
仏
に
嘗
て

る
の
で
あ
る
｡

聞
知
の
如
く
､
綿
糸
の
生
産
に
裁
て
は
'
綿
花
の
混
合
が
必
要
で
あ
る
｡
こ
の
た
め
に
紡
緯
企
柴
は
'
必
要
な
る
幾
程
か
の
綿
花

に
裁
て
'
右
の
如
き
調
達
を
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
o
そ
こ
で
彼
等
は
'
嘗
塵
に
必
要
と
せ
ざ
る
棉
花
を
手
放
し
て
'
必
要
な
る
他
種

の
棉
花
を
買
入
れ
る
の
で
あ
る
｡
こ
1

に
放
て
ー
こ
の
た
め
の
統
動
的
な
る
負
債
を
生
す
る
こ
と
1
な
る
の
で
あ
る
が
'
そ
れ
が
ま

た
ー
さ
き
に
述
べ
た
る
が
如
き
二
局
利
の
も
と
に
置
か
れ
て
ゐ
る
.
華
人
紡
績
に
あ
-
て
は
'
斯
-
の
如
き
流
動
賀
本
の
挟
芝
が
見
ら

ハり

れ
る
の
で
あ
る
0

枚
て
'
企
業
の
財
政
的
基
礎
の
強
弱
は
､

1
面
'
流
動
賓
産
と
流
動
負
債
と
の
此
た
る
所
謂
流
動
比
率
に
よ
り
て
'
こ
れ
を
知
る

金,前掻,六〇～六一頁｡
耶緒,六一東｡



を
捲
る
で
あ
ら
う
.
然
る
場
合
に
t
も
と
よ
-
事
業
の
硬
規
に
よ
-
て
兵
る
と
,U
ろ
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
.
こ
の
此
率
が
少
-
と
も

二
た
る
こ
と
が
~
経
験
上
望
ま
し
い
と
1h'
は
れ
る
｡
こ
の
こ
と
は
'
生
産
費
の
う
ち
流
動
費
用
た
る
棉
花
代
金
の
占
む
る
割
合
の
特

に
大
な
る
紡
績
事
柴
に
あ
-
て
は
'
何
ら
か
意
義
あ
る
も
の
と
云
ひ
得
ら
れ
よ
う
｡
い
ま
'
華
人
紡
績
の
賛
情
に
就
て
見
れ
ば
t
と

の
比
率
は
､
最
低

〇
二
二
二
'
最
高

一
･六
八
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
｡

(註
i
)

.民
国
十
七
年
二

九
二
八
年
)及
び
十
八
年
に
於
T
､天
津
の
四
紡
績
企
米
に
茄
で
調
寵
せ
ら
れ
た
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
は
､流
動
比
率
は
攻
の

_､り

.EJE=
-
で
あ
る
0･'+

LL

イ
二

九
二
八
年
)

LL′

〃

L

E
｣
ノ

■
'｣
ノ
上｣
,.

流
動
資
産

流
動
真
情

三
'三
六
〇
千
一ul

三
'
二
六
一
千
元

T､
ー∪二
二
l

ll
.リノ
〓
L
｢.上

流
動
比
率

一
･〇
三

.]1J日月

['ノ川]

(
注
二
)
日

本

内

地

の
紡
紙
事
業

に
親
で
､
有
の
5
,さ
流
動
比
率
の
背
走
は

'東
洋
躍
漕
新
報
社

や
三巷
粍

蝉
研
究
桁
に
よ
-
て
行
ほ
れ
て
ゐ
る
o
い

ま
･
十
大
紡
塩
企
靖
に
親
で
右
の
年
度
の
も
の
を
見
れ
ば
,
次
の
加
-
で
あ
も
O

7
九
1
七
年
(昭
和
三
年
)

1
九
7
八
年
(昭
和
四
年
)

と
こ
ろ
で
､

斯
-
の
如
き
流
動
比
率
が
､

少
-
と
も
二
た
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
と
云
ふ
は
t

も
と
よ
-
'
工
業
経
営
に
封
す

る
唯

1
の
指
標
た
る
も
の
で
は
な
い
｡

そ
れ
は
'

た
ゞ
'

輿
信
者
と
し
て
信
用
を
駄
輿
す
る
場
合
の
織
則
た
る
に
止
る
.
そ
れ
が

b
a
r..her.s
r･3!eと
云
は
れ
る
所
以
は
こ
1
に
あ
rN廿

日
本
紡
績
寄
集
に
あ
-
て
は
､
既
に
準

へ
た
る
が
如
-
､
賓
本
の
借
T<
れ
は
､

前書臥 T｢八～九頁Q
鹿揮群斬新軸杜,事業 毎杜 絶 牡 <LJ/孝 の附 究に鳩 る n
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華
人
紡
韻
の
揮
簿
に
於
け
る
間
蝿

第

1
懸

九
三
三

第
四
㍍

l
七
11.



撃
人
紡
桂
の
輝
皆
に
於
げ
ろ
問
砥

第

1
番

九
三
四

第
四
蘇

1
七
四

た
ゞ
例
外
的
に
行
は
れ
る
の
で
あ
る
が
'
革
人
紡
績
に
あ
-
て
は
'
む
し
ろ
そ
れ
が
原
則
と
せ
ら
れ
る
｡
然
る
場
合
に
放
て
､
彼
等

が
銀
行
若
し
-
は
鏡
荘
に
資
本
を
仰
ぐ
に
普
り
て
'
虐
め
て
高
率
の
利
息
を
忍
ば
ぬ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
ま
た
明
ら
か
で
あ
ら
う
｡

導
入
紡
緬
は
'
硬
木
の
流
動
的
な
る
運
用
に
於
て
'
右
の
如
く
に
高
利

の食
槍
の
も
JI!忙
混
か
れ
る
の
で
あ
る
が
'
放
た
'
本
術

一･■J
T･･〓･-
･･
-
hr･･]r･.1
･
二
･1
'-
l

I
/,
rT
.
山
.

不
i)
LiinrL
IL
=

.=
ー
′
.
,
コ

,.-･･1-
m,.
-.-
7-
1
･r･

･.-,
-1
I､
･､
､
tJ
.
二
､､.

-
1

I
.A.L｢
-

㌍
･llT
rn
乃
--.I.T
:
咋
lTT:ituZ
巾
･1
..が

･
l

J

U
T,.考
フ
に

rの
～

lr
l

LLL右b
rqlip巾
請
う
ガ
レノ=
J
～
カ
Tl
胡
5<
･･レ

!i<

舛

嘩
匝

ti.軒
が
習

慣
に
あ
-
で
は
(.
株
主
は
､

企
業

利
潤

の
有

無

に

閲
せ
ず

'

排
込
賓
木
に
射
し
て
固
定
的
且
つ
高
利
の
金
顧
乾

官
利
と
し
て
尭
凝

り
す
る
の
で
あ
r6..
所
謂
配
官
金
た
る
紅
利
は
'
然
る

後
に
企
業
利
潤
の
う
ち
か
ら
分
配
せ
ら
れ
る
｡

.
黙
る
結
典
と
し
て
'
企
業
に
残
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
虞
の
利
潤
は
'
殆
ん
ど
こ
れ
無
き
に
等
し
い
の
で
あ
る
｡
即
ち
紡
揖
企
業
は
'

そ
の
奉
げ
た
る
維
収
爺
(
毛
利
)
の
う
ち
か
ら
'
費
用
と
し
て
'

1
万
で
は
株
主
に
封
し
て
官
利
を
'
他
方
で
は
銀
行
若
し
-
は
鎮
定

に
封
し
て
借
入
金
の
利
息
を
'
そ
れ
ぞ
れ
支
殊
は
ね
ば
な
ら
な
い
｡
華
人
紡
績
の
経
営
が
'
そ
の
企
業
金
融
に
於
て
如
何
に
困
難
な

る
事
情
の
も
と
に
あ
る
か
は
'
こ
れ
に
よ
-
て
も
知
る
JJ
と
が
出
蘇
る
｡

(戟
)

王
子
廷
ら
の
調
査
に
よ
れ
ば
'
二
〇
番
手
輔
糸

1
欄
嘗
株
主
削
普
金
は
.
Ei企
業
の
平
均
に
於
て
二
･六
八
元
'
ま
た
借
入
金
の
利
息
は
'

1

0
企
業
の
平
均
に
於
tJ
〓
こ
こ

1H

元
で
dSLる
｡
こ
の
両
者
の
令
計
は
i
五
･八
〇

山
元
1
,な
-
'
=
れ
を
利
益
金
よ
-
控
除
す
れ
ば
､
二
〇
番

手
錦
糸

一
相
の
利
益
は
'
僅
か
に
三
･〇
九
六
元
に
過
ぎ
な
い
｡

い
ま
著
し
'

こ
の
賑
安
倍
梅
を
平
均
相
場
と
す
れ
ば
'
一〇
立

三
大
元
の
枚

視
'
最
低
相
場
と
す
れ
ば
'
茸
に
二
四
･
二
八七
元
の
映
指
と
な
る
.

五

お
よ
そ
企
業
は
.
そ
の
粧
皆
を
堅
賓
に
逐
行
L
t

こ
れ
を
合
理
的
な
ら
し
め
る
た
め
に
は
.
固
定
資
産
の
減
債
償
却

(折
奮
)

を
行

は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
減
債
な
る
も
の
は
､

本
葬
'

原
料
費
､

工
費
'

版
膏
費
な
ど
1
共
に
'
生
産
費
を
構
成
す
る
も
の
で
あ

名和,前鴇,三二二紅.
≡ ,前掲,二一七:民;圃松,前根,二八八一九東O



ち
.
そ
れ
故
に
減
債
償
却
は
t

i
方
に
於
て
損
益
の
計
算
を
適
確
な
ら
し
め
､
他
方
に
於
て
皆
発
育
本
を
維
持
す
る
た
め
に
極
め
て

必
要
な
る
と
と
が
ら
で
あ
る
｡

紡
績
事
糞
に
あ
-
て
は
'
固
定
資
産
の
主
た
る
も
の
は
'
云
ふ
ま
で
も
な
-
'
紡
績
及
び
撒
布
の

一
連
の
工
程
を
形
づ
く
る
機
械

設
備
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
の
耐
用
年
限
は
'
も
と
よ
-
工
程
に
よ
-
て
相
異
る
け
れ
ど
も
.
そ
の
根
幹
を
な
す
部
分
は
'
相
常

の
長
期

に
亙
る
｡
然
し
乍
ら
企
柴
は
'
斯
-
の
如
き
機
械
的
な
る
耐
用
年
限
の
反
面
に
'
経
済
的
な
る
耐
用
年
限
を
考
慮
･)
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
.
即
ち
'
捜
術
の
改
良
進
歩
に
留
意
し
て
'
機
械
設
備
の

l
鱈
と
し
て
の
償
却
を
厚
く
L
t
能
ふ
る
限
-
速
か
忙
'
新
し
き
技

術
を
採
-
入
れ
る
こ
と
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
0

日
本
紡
績
等
某
に
あ
-
て
は
'
こ
の
減
慣
償
却
は
ま
)J
と
仁
者
し
き
も
の
が
あ
っ
た
O
例

へ
ば
.
機
械
技
術
の
進
歩
の
速
か
な
-

･ヽ

`
rし
Lユ
＼′
1.I,1∃

].卜じl
)'
,ノ
ノヽ
一ヽ
■
ノヽ
_､ノヾ
J
J
IJ

.

｢､LL.I.
′
1L

-pJ,
-
-
I-
I

を
棄
て
1
も
新
し
き
技
術
む
抹
･=
入
れ
る
た
め
に
'
七
.
八
年
の
短
期
を
以
て
先
金
に
償
却
す
る
.LJ
と
す
ら
行
ほ
れ
た
｡
斯
-
の
如

き
減
債
償

却
が
'
利
益
配
昔
と
の
適
首

な
る
娠
合

の
も
L
J

に

'
収
益
と

1
般
費
用
と
の
美
都
た
る
利
益
金
の
う
ち
か
ら
'
定
め
ら
れ

た
の
で
あ
る
O

さ
き
に
述
べ
た
る
が
如
/J
'
E71本
紡
績
寄
類
に
あ
-
て
'
首
座
の
必
要
量
を
超
ゆ
る
鳩
花
の
調
連
が
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